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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体を読み取る読取部を備える装置本体と、
　前記装置本体に設けられる放熱孔と、
　前記装置本体の一部に対して開閉可能である第１の開閉体と、
　前記第１の開閉体の開閉に連動して前記装置本体の他の一部に対して開閉する第２の開
閉体と、
を備える画像読取装置であって、
　前記第１の開閉体は、
　　開動作によって媒体を前記読取部に給送可能な給送状態と、
　　閉動作によって媒体を前記読取部に給送不可能な非給送状態と、
　に切り替わり、
　前記放熱孔は、
　　前記第１の開閉体の前記閉動作に連動して、前記第２の開閉体が前記放熱孔を覆うこ
とによって、前記画像読取装置の内部に閉塞された状態と、
　　前記第１の開閉体の前記開動作に連動して、前記第２の開閉体による前記閉塞が解除
されることによって、前記画像読取装置の外部に開放された状態と、
　に切り替わり、
　前記第１の開閉体の少なくとも一部は、前記非給送状態と前記給送状態のどちらにおい
ても前記放熱孔の上方に位置する、
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　ことを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像読取装置において、前記第１の開閉体が、前記媒体の送り方向と
交差する前記装置本体の幅方向に延びる回動軸を中心に回動可能であり、開状態において
前記読取部に送る媒体を支持する媒体サポートであり、
　前記放熱孔は、前記媒体サポートが閉じた状態において前記装置本体の筐体と前記媒体
サポートとの間を埋める前記第２の開閉体によって前記閉塞された状態とされ、
　前記媒体サポート及び前記第２の開閉体が開くと前記放熱孔が前記開放された状態とさ
れ、前記放熱孔から放出される前記装置本体内の熱の少なくとも一部が前記媒体サポート
と前記第２の開閉体との間を通って前記画像読取装置の外部に抜ける、
ことを特徴とする画像読取装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の画像読取装置において、前記第１の開閉体が、前記媒
体の送り方向と交差する前記装置本体の幅方向に延びる回動軸を中心に回動可能であり、
開状態において前記読取部に送る媒体を支持する媒体サポートであり、
　前記媒体サポートが開いた状態において、当該媒体サポートと、その下流側の媒体搬送
経路を形成する経路形成部材との間には隙間が形成され、
　前記放熱孔から放出される前記装置本体内の熱の少なくとも一部が、前記隙間を通って
前記画像読取装置の外部に抜ける、
ことを特徴とする画像読取装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の画像読取装置において、
　前記第２の開閉体を閉まる方向に付勢する付勢部材と、
　前記第１の開閉体と前記第２の開閉体との間に介在し、前記第１の開閉体の開放動作に
よって、前記付勢部材の付勢力に抗して前記第２の開閉体を開放するカム機構と、を備え
る、
ことを特徴とする画像読取装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の画像読取装置において、
　前記媒体を前記読取部に給送する給送ローラーと、
　前記給送ローラーを駆動する駆動源と、を有し、
　前記装置本体の幅方向において前記駆動源に対応する位置であり、前記装置本体の高さ
方向において前記放熱孔の下方に吸気孔を備え、前記放熱孔が、前記装置本体の高さ方向
において前記駆動源の上方に配置される、
ことを特徴とする画像読取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿を搬送して画像を読み取る画像読取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スキャナーに代表される画像読取装置において、その使用時に装置本体内部に設けられ
たモーター等により発生する熱を装置外部に逃がすための放熱孔が設けられているものが
ある（特許文献１、特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平３－６６２６３号公報
【特許文献２】特開２００７－３２４９０４号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１には、装置上面に放熱用の孔が設けられた画像読取装置が開示されている。
特許文献１の構成では、放熱用の孔が常時開放された状態になるため、装置の非使用時に
埃や塵が孔に入り込む虞がある。装置内部へ侵入した埃や塵は、画像読取部による読み取
り画質の低下や、装置動作の不具合を引き起こす虞がある。
【０００５】
　これに対し、特許文献２には、放熱用の孔部を覆う閉塞部材を備えた画像読取装置が開
示されている。前記閉塞部材は、画像読取装置において所定の条件を満たされた場合、例
えば、装置内が所定の温度以上になった場合や、所定枚数以上の原稿を読み取った場合に
開放されるように構成されている。　
　特許文献２の構成では、画像読取装置を作動させてからしばらくは、前記閉塞部材によ
って放熱用の孔部が閉塞されているので、装置内に熱が溜まり易い状態となる。また、前
記閉塞部材を開放するための機構が複雑化する。
【０００６】
　上記問題点に鑑み、本発明の目的は、装置の非使用時における放熱孔からの埃や塵の侵
入を抑制または回避し、装置の使用時には構成簡単且つ効果的に放熱用の孔を開放するこ
とができる画像読取装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明の第１の態様に係る画像読取装置は、媒体を読み取る
読取部を備える装置本体と、前記装置本体に設けられる放熱孔と、前記装置本体の一部に
対して開閉可能であり、装置使用時に開かれる開閉体と、を備え、前記放熱孔が、前記開
閉体の開閉に連動して開閉する構成である、ことを特徴とする。
【０００８】
　本態様によれば、前記放熱孔が、装置使用時に開かれる開閉体の開閉に連動して開閉す
るので、画像読取装置の使用時に速やかに前記放熱孔を開くことができる。また、非使用
時には前記放熱孔を閉じた状態にすることができる。　
　従って、装置使用時における効果的な放熱と、装置非使用時における前記放熱孔からの
埃や塵の侵入の抑制を、構成簡単にして実現することができる。
【０００９】
　本発明の第２の態様に係る画像読取装置は、第１の態様において、前記開閉体の開閉に
連動して前記装置本体の他の一部に対して開閉する他の開閉体を備え、前記放熱孔が、前
記他の開閉体によって開閉される、ことを特徴とする。
【００１０】
　本態様によれば、前記開閉体の開閉に連動して開閉する他の開閉体によって、前記放熱
孔を開閉することができる。
【００１１】
　本発明の第３の態様に係る画像読取装置は、第２の態様において、前記開閉体が、前記
媒体の送り方向と交差する方向に延びる回動軸を中心に回動可能であり、開状態において
前記読取部に送る媒体を支持する媒体サポートであり、前記放熱孔は、前記媒体サポート
が閉じた状態において前記装置本体の筐体と前記媒体サポートとの間を埋める前記他の開
閉体によって閉じた状態とされ、前記媒体サポート及び前記他の開閉体が開くと前記放熱
孔が開いた状態とされ、前記放熱孔から放出される前記装置本体内の熱の少なくとも一部
が前記媒体サポートと前記他の開閉体との間を通って装置外部に抜ける、ことを特徴とす
る。
【００１２】
　前記画像読取装置において、媒体を前記装置本体内の前記読取部に送り、画像を読み取
る際に、前記装置本体内に熱が発生し易い。例えば、前記媒体を送るための搬送手段を駆
動する駆動源等から熱が生じる。　
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　本態様によれば、前記放熱孔が、前記媒体サポートが閉じた状態において前記装置本体
の筐体と前記媒体サポートとの間を埋める前記他の開閉体によって閉じた状態とされ、前
記媒体サポート及び前記他の開閉体が開くと前記放熱孔が開いた状態とされるので、前記
媒体の画像を読み取る際に確実に前記放熱孔を開放することができる。
【００１３】
　本発明の第４の態様に係る画像読取装置は、第１の態様から第３の態様のいずれかにお
いて、前記開閉体が開いた状態において、前記放熱孔の少なくとも一部は、前記開閉体の
下側に位置する、ことを特徴とする。
【００１４】
　本態様によれば、前記開閉体が開いた状態、すなわち装置使用時に、前記放熱孔の少な
くとも一部が開いた前記開閉体によって覆われるように構成することができる。このこと
によって、画像読取装置の使用時における、前記放熱孔への塵や埃の侵入の虞を低減する
ことができる。
【００１５】
　本発明の第５の態様に係る画像読取装置は、第２の態様において、前記開閉体が、前記
媒体の送り方向と交差する方向に延びる回動軸を中心に回動可能であり、開状態において
前記読取部に送る媒体を支持する媒体サポートであり、前記媒体サポートが開いた状態に
おいて、当該媒体サポートと、その下流側の媒体搬送経路を形成する経路形成部材との間
には隙間が形成され、前記放熱孔から放出される前記装置本体内の熱の少なくとも一部が
、前記隙間を通って装置外部に抜ける、ことを特徴とする。
【００１６】
　本態様によれば、開状態の前記媒体サポートとその下流側の媒体搬送経路を形成する経
路形成部材との間の前記隙間から、前記放熱孔から放出される前記装置本体内の熱の少な
くとも一部を逃がすことができる。
【００１７】
　本発明の第６の態様に係る画像読取装置は、第２、第３、第５、の態様のいずれかにお
いて、前記他の開閉体を閉まる方向に付勢する付勢部材と、前記開閉体と前記他の開閉体
との間に介在し、前記開閉体の開放動作によって、前記付勢部材の付勢力に抗して前記他
の開閉体を開放するカム機構と、を備える、ことを特徴とする。
【００１８】
　本態様によれば、前記開閉体の開閉と、前記他の開閉体の開閉とを、簡単な機械的構成
によって連動させることができる。
【００１９】
　本発明の第７の態様に係る画像読取装置は、第１の態様から第６の態様のいずれかにお
いて、前記媒体を給送する給送ローラーと、前記給送ローラーを駆動する駆動源を有し、
前記放熱孔が、前記駆動源に対応する位置に設けられている、ことを特徴とする。
【００２０】
　本態様によれば、媒体を給送する給送ローラーを駆動するモーター等の駆動源の駆動に
より発生する熱を、効果的に装置本体外部に放出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係るスキャナーを示す斜視図。
【図２】本発明に係るスキャナーにおける給送状態を示す斜視図。
【図３】本発明に係るスキャナーにおいて上部ユニットを下部ユニットに対して開状態と
した場合の斜視図。
【図４】本発明に係るスキャナーにおける給送経路を示す側断面図。
【図５】本発明に係るスキャナーを示す背面斜視図。
【図６】本発明に係るスキャナーにおける給送状態を示す背面斜視図。
【図７】図５のＶ－Ｖ矢視断面図。
【図８】図６のＶＩ－ＶＩ矢視断面図。
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【図９】ペーパーサポートとカバーペーパーサポートの開閉機構の説明に用いる側断面図
であり、ペーパーサポートが閉じた状態を示す図。
【図１０】ペーパーサポートとカバーペーパーサポートの開閉機構の説明に用いる側断面
図であり、ペーパーサポートが少し開いた状態を示す図。
【図１１】ペーパーサポートとカバーペーパーサポートの開閉機構の説明に用いる側断面
図であり、ペーパーサポートが更に開いた状態を示す図。
【図１２】ペーパーサポートとカバーペーパーサポートの開閉機構の説明に用いる側断面
図であり、ペーパーサポートが完全に開いた状態を示す図。
【図１３】本発明に係るスキャナーの要部拡大図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　［実施例１］
　まず、本発明の一実施例に係る画像読取装置の概略について説明する。本実施例の画像
読取装置の一例として、媒体の一例としての原稿の表面及び裏面の少なくとも一面を読み
取り可能なドキュメントスキャナー（以下、単にスキャナー１０と称する）を例に挙げる
。　
　図１は、本発明に係るスキャナーを示す斜視図である。図２は、本発明に係るスキャナ
ーにおける給送状態を示す斜視図である。図３は、本発明に係るスキャナーにおいて上部
ユニットを下部ユニットに対して開状態とした場合の斜視図である。図４は、本発明に係
るスキャナーにおける給送経路を示す側断面図である。図５は、本発明に係るスキャナー
を示す背面斜視図である。図６は、本発明に係るスキャナーにおける給送状態を示す背面
斜視図である。
【００２３】
　図７は、図５のＶ－Ｖ矢視断面図である。図８は、図６のＶＩ－ＶＩ矢視断面図である
。図９は、ペーパーサポートとカバーペーパーサポートの開閉機構の説明に用いる側断面
図であり、ペーパーサポートが閉じた状態を示す図である。図１０は、ペーパーサポート
とカバーペーパーサポートの開閉機構の説明に用いる側断面図であり、ペーパーサポート
が少し開いた状態を示す図である。図１１は、ペーパーサポートとカバーペーパーサポー
トの開閉機構の説明に用いる側断面図であり、ペーパーサポートが更に開いた状態を示す
図である。図１２は、ペーパーサポートとカバーペーパーサポートの開閉機構の説明に用
いる側断面図であり、ペーパーサポートが完全に開いた状態を示す図である。図１３は、
本発明に係るスキャナーの要部拡大図である。
【００２４】
　＜スキャナーの概要＞
　本発明に係る画像読取装置としてのスキャナー１０は、図１に示すように、原稿の画像
を読み取る読取部（後述する画像読取部３４）を備える装置本体１１を構成する下部ユニ
ット１２及び上部ユニット１４と、上部ユニット１４に対して開閉する「開閉体」として
のペーパーサポート１６と、排紙トレイ１８とを備えている。尚、ペーパーサポート１６
は、開状態において媒体の一例としての原稿（以下「用紙Ｐ」と称する場合がある）を支
持する「媒体サポート」である。
【００２５】
　尚、各図において示すＸ－Ｙ－Ｚ座標系はＸ方向が装置幅方向であり用紙幅方向、Ｙ方
向が用紙搬送方向である。Ｚ方向はＹ方向と交差する方向であって、概ね搬送される用紙
の面と直交する方向を示している。また、＋Ｙ方向側を装置前面側とし、－Ｙ方向側を装
置背面側とする。また、装置前面側から見て右側を＋Ｘ方向、左側を－Ｘ方向とする。ま
た、＋Ｚ方向を装置上方（上部、上面等を含む）とし、－Ｚ方向側を装置下方（下部、下
面等を含む）とする。　
　また、スキャナー１０において、媒体としての用紙Ｐは各図の＋Ｙ方向へ搬送される構
成である。以下において、用紙Ｐが搬送されていく方向（＋Ｙ方向側）を「下流」といい
、これと反対の方向（－Ｙ方向側）を「上流」という。
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【００２６】
　上部ユニット１４は下部ユニット１２に対して用紙搬送方向下流側を回動支点として回
動可能に下部ユニット１２に取り付けられている。上部ユニット１４は、下部ユニット１
２に対して閉じて下部ユニット１２とともに用紙Ｐの用紙搬送経路を構成する閉状態（図
２参照）と、下部ユニット１２に対して装置前面側に回動して用紙Ｐの用紙搬送経路を露
呈させて用紙Ｐの紙詰まりの処理を容易に行うことができる開状態（図３参照）とを取り
得る。
【００２７】
　また、装置本体１１の一部である上部ユニット１４の上部を開閉するペーパーサポート
１６が設けられている。　
　ペーパーサポート１６は、下部ユニット１２の背面側の上部に用紙Ｐの搬送方向と交差
する方向（Ｘ軸方向）に延びる回動軸４４を有し（図４）、回動軸４４を中心に回動可能
に取り付けられている。本実施形態においてペーパーサポート１６は、ユーザーが手で操
作して開閉するように構成されている。
【００２８】
　ペーパーサポート１６は、図１に示すように上部ユニット１４の上部及び給送口２０（
図２）を覆う非給送状態と、図１の非給送状態から図２に示すように装置背面側に回動し
、給送口２０を開放するとともにペーパーサポート１６の裏面（用紙Ｐの支持面１６ａ）
が用紙Ｐの媒体載置部材２２に連なる給送状態とを取り得る。
【００２９】
　尚、本実施形態において、ペーパーサポート１６が閉じられている前記非給送状態は、
原稿としての用紙Ｐを給送して画像の読み取りが実行不可能な状態であり、装置非使用時
の状態であるものとする。また、ペーパーサポート１６が開かれている前記給送状態は、
用紙Ｐを給送して画像の読み取りが実行可能な状態であり、装置使用時の状態であるもの
とする。
【００３０】
　ペーパーサポート１６の支持面１６ａ（媒体支持面）の背面側には、ペーパーサポート
１６の開閉に連動して、下部ユニット１２の背面に対して開閉する「他の開閉体」として
のカバーペーパーサポート１７を備えている。尚、カバーペーパーサポート１７によって
開閉される下部ユニット１２の背面は、ペーパーサポート１６によって開閉される上部ユ
ニット１４の上部（装置本体１１における一部）とは別の部分であり、装置本体１１にお
ける他の一部に相当する。　
　より具体的には、カバーペーパーサポート１７は、ペーパーサポート１６が閉じた状態
において装置本体１１の筐体（下部ユニット１２）とペーパーサポート１６との間（図５
の符号４５で示す部分）を埋めるように構成されている。
【００３１】
　下部ユニット１２の背面側の上部には、下部ユニット１２内における駆動源の駆動等に
より発生した熱を逃がすための放熱孔４２（図７、図８）が設けられている。　
　また、下部ユニット１２の背面側には、吸気孔４６（図５、図７）が設けられている。
吸気孔４６から下部ユニット１２内に空気が入り、下部ユニット１２内において発生した
熱により温められた空気が放熱孔４２から放出される。
【００３２】
　放熱孔４２は、ペーパーサポート１６が閉じた状態においてカバーペーパーサポート１
７によって閉じた状態とされ、ペーパーサポート１６及びカバーペーパーサポート１７が
開くと開いた状態とされる位置に設けられている。　
　尚、放熱孔４２及び、カバーペーパーサポート１７がペーパーサポート１６の開閉に連
動して開閉する開閉機構については後で更に詳述する。
【００３３】
　下部ユニット１２の装置前面側には用紙Ｐを排出する排出口２４が設けられている。ま
た、下部ユニット１２は、排出口２４から装置前面側に向けて引き出し可能な排紙トレイ
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１８を備えている。排紙トレイ１８は、下部ユニット１２の底部に収納された状態（図１
参照）と、装置前面側に引き出された状態（図２参照）とを取り得る。また、本実施形態
において排紙トレイ１８は複数のトレイ部材を連結して構成されており、排出される用紙
Ｐの長さに応じて、排出口２４からの引き出し長さを調整可能である。
【００３４】
　＜スキャナーにおける給送経路について＞
　次に、図４を参照して、スキャナー１０における用紙搬送経路について説明する。　
　給送口２０にセットされる用紙Ｐは、その先端側（下流側）が媒体載置部材２２の媒体
載置面２２ａに支持され、後端側（上流側）が下部ユニット１２に対して装置背面側に回
動した姿勢にあるペーパーサポート１６の裏面である支持面１６ａによって支持されて載
置される。給送口２０には、複数枚の用紙Ｐをセットすることができる。
【００３５】
　媒体載置部材２２に載置された用紙Ｐは、媒体載置部材２２が設けられる下部ユニット
１２に対して回転可能に設けられた第１給送ローラー２６によりピックアップされて下流
側（＋Ｙ方向側）に給送される。具体的には、用紙Ｐの媒体載置面２２ａに対向する面に
、第１給送ローラー２６が接触しつつ回転することにより、用紙Ｐを下流側に向けて給送
する。したがって、スキャナー１０において複数枚の用紙Ｐを給送口２０にセットした場
合には、媒体載置部材２２の媒体載置面２２ａ側の用紙Ｐから順に下流側に向けて給送さ
れる。
【００３６】
　尚、媒体載置部材２２は、第１給送ローラー２６よりも上流側において、給送口２０に
セットされる用紙Ｐを支持するとともに、第１給送ローラー２６よりも下流側においては
、第１給送ローラー２６により給送される用紙Ｐの搬送路としての役割を果たしている。
　
　また、図示しないが第１給送ローラー２６が設けられた位置には用紙戻しレバーが設け
られ、用紙Ｐの重送を防止している。
【００３７】
　第１給送ローラー２６の下流側には、下部ユニット１２に第２給送ローラー２８が回転
可能に設けられ、上部ユニット１４に分離ローラー３０が回転可能に設けられている。尚
、本実施形態において分離ローラー３０には所定の回転抵抗が与えられている。そして、
第１給送ローラー２６により２枚以上の用紙Ｐが給送された場合には、分離ローラー３０
により分離され、第２給送ローラー２８と接している用紙Ｐのみが第２給送ローラー２８
と分離ローラー３０とにニップされて給送方向下流側に給送される。
【００３８】
　第２給送ローラー２８の搬送方向下流側には搬送ローラー対３２、画像読取部３４及び
排出ローラー対３６が設けられている。第２給送ローラー２８及び分離ローラー３０によ
りニップされて搬送方向下流側に給送された用紙Ｐは搬送ローラー対３２にニップされて
、搬送ローラー対３２の下流側に位置する画像読取部３４に搬送される。　
　搬送ローラー対３２は下部ユニット１２に設けられた搬送駆動ローラー３２ａと、上部
ユニット１４に設けられ、搬送駆動ローラー３２ａに対して従動回転する搬送従動ローラ
ー３２ｂを備えている。
【００３９】
　画像読取部３４は、上部ユニット１４側に設けられた上部画像読取センサー３８と、下
部ユニット１２側に設けられた下部画像読取センサー４０とを備えている。本実施形態に
おいて、上部画像読取センサー３８及び下部画像読取センサー４０は一例として密着型イ
メージセンサーモジュール（ＣＩＳＭ）として構成されている。
【００４０】
　用紙Ｐは、画像読取部３４において用紙Ｐの表面及び裏面の少なくとも一方の面の画像
を読み取られた後、画像読取部３４の搬送方向下流側に位置する排出ローラー対３６にニ
ップされて排出口２４から排紙トレイ１８に向けて排出される。尚、図４における一点鎖
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線は用紙Ｐの給送経路を示している。
【００４１】
　また、本実施形態において排出ローラー対３６は下部ユニット１２に設けられた排出駆
動ローラー３６ａと、上部ユニット１４に設けられ、排出駆動ローラー３６ａに対して従
動回転する排出従動ローラー３６ｂを備えている。
【００４２】
　また、本実施形態において第１給送ローラー２６、第２給送ローラー２８、搬送駆動ロ
ーラー３２ａ及び排出駆動ローラー３６ａは、下部ユニット１２内に設けられた少なくと
も１つの駆動源（不図示）により回転駆動させられる。
【００４３】
　＜放熱孔について＞
　次に、放熱孔４２について説明する。図７及び図８に示すように、放熱孔４２は、前述
したように下部ユニット１２の背面側の上部に設けられており、下部ユニット１２の背面
側に設けられた吸気孔４６から装置外部の空気が下部ユニット１２内に入り（図１３に示
す矢印Ａを参照）、下部ユニット１２内において発生した熱により温められた空気が放熱
孔４２（図１３に示す矢印Ｂを参照）から放出されるように構成されている。
【００４４】
　放熱孔４２は、前述したように、ペーパーサポート１６の開閉に連動して開閉するカバ
ーペーパーサポート１７によって開閉される位置に設けられている。具体的には、放熱孔
４２は、図８に示すように開状態のペーパーサポート１６の支持面１６ａの背面側（－Ｙ
方向）に設けられている。　
　更に、ペーパーサポート１６が開いた状態において、放熱孔４２がペーパーサポート１
６の下側に位置するように構成されている。言い換えると、開状態のペーパーサポート１
６が放熱孔４２に対して庇状に覆い被さるように構成されている。
【００４５】
　また、ペーパーサポート１６の背面側に設けられるカバーペーパーサポート１７は、ペ
ーパーサポート１６の回動軸４４（図４）に沿う方向にその回動軸４７（図４）を有し、
ペーパーサポート１６と同方向に開閉するように構成されている。　
　放熱孔４２は、図８に示すようにペーパーサポート１６を開状態にした時（装置使用時
）に、放熱孔４２が開状態のペーパーサポート１６と開状態のカバーペーパーサポート１
７の間に位置し、放熱孔４２から放出される下部ユニット１２内の熱の少なくとも一部が
ペーパーサポート１６とカバーペーパーサポート１７との間を通って（図８、図１３に示
す矢印Ｃを参照）下部ユニット１２の外部に抜けるようになっている。
【００４６】
　以上のように、放熱孔４２が、装置使用時（給送状態である時）に開かれるペーパーサ
ポート１６の開閉に連動して開閉することにより、スキャナー１０の使用時に確実に放熱
孔４２を開くことができる。また、ペーパーサポート１６を閉じた装置非使用時（非給送
状態）には放熱孔４２を閉じた状態にすることができる。　
　以って、装置使用時における効果的な放熱と、装置非使用時における放熱孔４２からの
埃や塵の侵入の抑制を、構成簡単にして実現することができる。
【００４７】
　特に、スキャナー１０においては、原稿としての用紙Ｐを画像読取部３４に送り、画像
を読み取る際に装置本体１１内に熱が発生し易い。例えば、用紙Ｐを送るための搬送手段
（例えば第１給送ローラー２６）を駆動する「駆動源」としてのモーター４８（図７、図
８）等によって熱が生じる。　
　本実施形態においては、開状態において画像読取部３４に送る用紙Ｐを支持するペーパ
ーサポートの開閉に連動して放熱孔４２が開閉されるので、用紙Ｐの画像を読み取る際に
確実に放熱孔４２を開放することができる。
【００４８】
　更に、開状態のペーパーサポート１６が放熱孔４２の上方に庇状に設けられているので
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、ペーパーサポート１６が開いているスキャナー１０の使用時に、放熱孔４２への塵や埃
の侵入の虞を低減することができる。　
　尚、放熱孔４２全体がペーパーサポート１６の下側に位置する場合の他、放熱孔４２の
少なくとも一部がペーパーサポート１６の下側に位置するようにしてもよい。
【００４９】
　加えて、放熱孔４２から放出される下部ユニット１２内の熱がペーパーサポート１６と
カバーペーパーサポート１７との間を通って下部ユニット１２の外部に抜けるようになっ
ているので、開放された放熱孔４２に塵や埃が入る虞を一層低減することができる。
【００５０】
　尚、放熱孔４２は、装置本体１１内に設けられるモーター４８に対応する位置に設けら
れていることが望ましい。本実施形態においては、放熱孔４２は、モーター４８に対して
装置幅方向（Ｘ軸方向）及び装置奥行方向（図８において左右方向）におけるほぼ同じ位
置の上方側に設けられている。また、吸気孔４６も同様に、モーター４８に対して装置幅
方向における同じ位置の背面側に設けられている。　
　このことによって、モーター４８が駆動することにより発生する熱を効果的に装置本体
１１の外に放出することができる。
【００５１】
　本実施形態において、モーター４８は、第１給送ローラー２６の駆動源である。また、
モーター４８の装置幅方向の反対側（図５、図６における＋Ｘ方向側）には、第２給送ロ
ーラー２８等の駆動源としての他のモーター（不図示）があり、他のモーターに対応する
位置（背面側と上方側）にも吸気孔４６と放熱孔４２が設けられている。
【００５２】
　また、本実施形態において、開状態のペーパーサポート１６と、その下流側の用紙Ｐの
搬送経路を形成する「経路形成部材」としての媒体載置部材２２との間には、隙間４９（
図８、図１３）が形成されており、この隙間４９からも、放熱孔４２から放出される装置
本体１１内の熱の少なくとも一部を逃がすことができる（図１３に示す矢印Ｄを参照）。
　
　尚、本実施形態において隙間４９は、媒体載置部材２２にセットされる用紙Ｐの幅方向
（Ｘ軸方向）の端部をガイドするエッジガイド５８のスライド部５８ａのスライド溝を兼
ねている。エッジガイド５８は、異なる幅の用紙Ｐに合わせてＸ軸方向にスライド可能に
構成されている。
【００５３】
　＜カバーペーパーサポートの開閉機構について＞
　次に、ペーパーサポート１６の開閉に連動して開閉するカバーペーパーサポート１７の
開閉機構について図９～図１２を参照して説明する。　
　ペーパーサポート１６とカバーペーパーサポート１７の間には、ペーパーサポート１６
の開放動作をカバーペーパーサポート１７の開放動作に変えるカム機構５０が設けられて
いる。　
　カバーペーパーサポート１７は、「付勢部材」の一例としてのねじりコイルバネ５６（
図９）によって閉まる方向に付勢されている。カバーペーパーサポート１７は、ねじりコ
イルバネ５６の付勢力に抗してカム機構５０により解放される。
【００５４】
　カム機構５０は、ペーパーサポート１６側に設けられる接触部５２と、カバーペーパー
サポート１７側に設けられる被接触部５４によって構成されている。ペーパーサポート１
６が閉状態のとき（図９）、接触部５２は被接触部５４の上流側端部（－Ｙ側端部）に接
触している。　
　閉状態のペーパーサポート１６が開かれると（図１０、図１１）、接触部５２は被接触
部５４に沿って下流側に変位するとともに、接触部５２がねじりコイルバネ５６の付勢力
に抗して被接触部５４を押すことにより、カバーペーパーサポート１７が開かれる。
【００５５】
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　ペーパーサポート１６が完全に開状態になったとき（図１２）には、接触部５２は被接
触部５４の下流側端部（＋Ｙ側端部）に接触してカバーペーパーサポート１７の開状態を
維持する。
【００５６】
　ペーパーサポート１６を閉めるときには、ペーパーサポート１６側の接触部５２はカバ
ーペーパーサポート１７側の被接触部５４に沿って元の位置（図９）まで戻るとともに、
カバーペーパーサポート１７はねじりコイルバネ５６の付勢力によって閉状態となる。
【００５７】
　以上のようなカム機構５０を用いることにより、ペーパーサポート１６の開閉とカバー
ペーパーサポート１７の開閉とを、簡単な機械的構成によって連動させることができる。
【００５８】
　尚、本実施形態では、ペーパーサポートの開閉に連動して、放熱孔が開閉する構成とし
ているが、排紙トレイの動作に連動して放熱孔を開閉する構成にしてもよい。
【００５９】
　その他、本発明は上記実施形態に限定されることなく、特許請求の範囲に記載した発明
の範囲内で種々の変形が可能であり、それらも本発明の範囲内に含まれるものであること
は言うまでもない。
【符号の説明】
【００６０】
１０　スキャナー、１１　装置本体、１２　下部ユニット、
１４　上部ユニット、１６　ペーパーサポート、１６ａ　支持面、
１７　カバーペーパーサポート、１８　排紙トレイ、２０　給送口、
２２　媒体載置部材、２２ａ　媒体載置面、２４　排出口、
２６　第１給送ローラー、２８　第２給送ローラー、３０　分離ローラー、
３２　搬送ローラー対、３２ａ　搬送駆動ローラー、３２ｂ　搬送従動ローラー、
３４　画像読取部、３６　排出ローラー対、３６ａ　排出駆動ローラー、
３６ｂ　排出従動ローラー、３８　上部画像読取センサー、４０　下部画像読取センサー
、
４２　放熱孔、４４　回動軸、４６　吸気孔、４８　モーター、４９　隙間、
５０　カム機構、５２　接触部、５４　被接触部、５６　ねじりコイルバネ、
Ｐ　用紙
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